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○ 取扱い 

 ジヒドロコデインリン酸塩配合の中枢性麻薬性鎮咳薬（ライトゲン配合

シロップ等）の 12 歳未満の小児への投与は、原則、認められない。 

 ただし、患者の年齢のみをもって画一的に判断するのではなく、主治医

が患者の体重等を勘案し、治療上必要であると認め投与したこと等も考慮

の上、症例個々に判断する必要がある。 

 

○ 取扱いの根拠 

 ジヒドロコデインリン酸塩配合の中枢性麻薬性鎮咳薬（ライトゲン配合

シロップ等）の算定については、添付文書に「12歳未満の小児に投与しな

いこと。呼吸抑制の感受性が高い。海外において、12歳未満の小児で死亡

を含む重篤な呼吸抑制のリスクが高いとの報告がある。」とあることから、

原則、認められない。 

 ただし、審査に当たっては、患者の年齢のみをもって画一的に判断する

のではなく、主治医が当該患者の体重等を勘案し、治療上必要であると認

め投与したこと等も考慮の上、症例個々に判断する必要がある。 

 


